
⑪ G地区：戸建住宅地

⑪ Ｇ地区：戸建住宅 ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ案ｲﾒｰｼﾞ
・山側に100坪以上の大敷地の高級住宅地を作る（通称「桑江ヒルズ」）
→ 風格のある景観づくり
→ かなり厳しいまちづくりのルール化も可能か？（緑化、駐車場の取り
方等）

・中通り沿いは集合住宅
→ 駐車場の取り方の工夫と駐車場入口のある程度の制限が必要

低層高級住宅地

セットバックによる緑化

駐車場緑化

事例写真
課題及び提案

・１５０坪以上の高級感のあるモデル的な住宅地をつくる。

・南入りの敷地をうまく取れるよう街区内の敷地割りを工夫することが望

ましい。

・住宅地の景観形成を図るため、少なくとも１敷地１本、シンボルツリ

（高木）を植える。できれば駐車台数一台につき、木を一本。

・フェンスの高さを抑える(高さ１２０ｃｍ以下、６０ｃｍ以上の部分は透

過性にする)。

・駐車場の緑化を図る。

・沿道に６０ｃｍ程度幅の植栽帯を設ける(セットバック)

⇒通りの緑化・ｺﾞﾐ置き場・電柱・保安灯の設置ｽﾍﾟｰｽとして利用

・擁壁のつくり方

⇒できるだけ１ｍ以内に抑えるようにする

⇒高い擁壁ができる場合は緑化修景する

・Ｇ地区上の斜面緑地を保全する。斜面地の緑は景観上重要で、北谷町の

イメージを左右する。北谷町の限られた自然として守っていく。

・平屋か高くても２階建てまでが望ましい。

≒ ４.1ｈａ （公共面積除く）
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作画 小野啓子

作画小野啓子
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